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星座と星名倣丁目）（1）

On　the　Constellations　and　Star－names．

山本一清　Issei｝「αmαmoto．

　天全艦を若干の部分に分けて，之れを“星座”と唱へる．星座はすいぶん大

昔しから人が獲明したもので，學暦紀元前後，帥ち今から約二千年前の頃にギ

リシャでは既に四十八座が藪へられてるた．踊れは全部トレミのアルマゼスト

に載ってみる．申世に至って天野卑測が盛んになり，叉，南の方まで天の研究

が糊張せられると共に，新しい星座が澤山作られた．ところが途には此の星座

が飴りに多く作られると共に，人々によって，同じ星を違った星座中に入れた

り，又，勝手な星座を作ったり，よ臨ど不統一，無秩序になって，入を迷はし

たが，其の後，此等の多くの星座の中から漸亥淘汰が行はれて，現今は凡そ八

十九座が主として用ぴられてるる．此の八十九座の名稽は別表の通り．

　・・一時，この星座が如何して出來たかといふのは，天文早上頗る興味深V・問題

である．吾々の眼は星の一一・一つ一つを眺めただけで，其の星の翠雨の大小や遠近

が麗帯出労るものでない．言はf，総ての星は何の甚別も無く，ff　一一の距離に

あって，恰も大地を掩ふ一の圓天井め内面に羅列してみるやうに見える．此等

の星は，’見たととろ，蓮行が頗る簡箪で，つまり日週運動と年週運動とがある

ばか砂，星と星相互の距離は永久不憂である．幽玄なる此等の星の正艦が今日

g）如く物理的化學的に解せられるとは，昔の人が夢にだも老へなかったところ

であった．だから見えるまSの大星小星を，隣り同志のものだけ一かたまりづ

玉に分けて置けば，彼等の實用のためには充分であったのである．星座が種々

の動物や人名で呼ばれてみるのには，皆，何がしかの理由が在ったのであらう

が，今は多く其の理由は不明である．しかし，星座に写する第一印象は昔の人

も今の人も皆或る程度までは共通してみるものであって，今の人が星に親しむ

場合に，星座の名は充分に其の趣味を満足せしめる．自分の維験から推して見

ても，天文の趣味は牟ぱ以上星座の趣味であるといへる．

　昔しの天文書を見ると，各星座には一一貼出の名に相面した書が描いてある．

そして其の書は，たとび謁く人が違っても，書き方は皆同じ書であって，例へ

ば亘人オリオンは常に棍捧を振り上げて頭を左に向けてみるし，牛は亦常に東

の：方に角を突き出してみる．そして一一一々の星は書中でチャンと一定の場所にあ

るやうにしてある．例へば，レグルスは獅子の胸に，アルヂバランは牛の右眼
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に，．シリウスは大犬の首環にきまってみる．そしで星の位置を：言ふのに，今な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あひ
らば経度何度・緯度何度と言ふべきところを・昔は・‘f5en子の顎にある星”だと

か，．“牛の右眼の星”だとか言ったのである．それで星座は昔の人には，現今

よりももっと古用的に重要なものであったので，從って一々の書の薔き方も人

汝の随意では不可であったのである。

　17世紀の始め（1603年），バイエル（Johann　Bayer）がウラノメトリ干（Ura・

nometria）といふ星圖を出版し，一つ一tつの星座の中で，光の最も彊V・星から

順に，アルファ，べ1タ，ガンマと，ギリシャ文字を託てはめた．此の呼び方

は今も呼びられる．例へばヴェガは琴座アルファ，北極星は小熊座アルファとい

ふ類である。しかし，：或る星座には肉眼で見え‘る星が30も40もあるので，バイ

エルはギリシャ文字24字が審きると，其の次にはロ1マ宇Abc…を用ぴた．

之れも勿論其のま』今用ぴてるる．

　其の後（1725年），英國のフラムスチiド（John　Flamsteed）が，約3000個の

星の目録を嚢表したが，彼れは前のバイエルの符號に御かまひなく，各星座に

屡する星を赤経の順に1，2，3…と歎字を當てX行った．此のフラムスチ1ドの

星はバイエルの星よりも舞が蓬かに多V、ので，今でもバイエルに無くてフラム

スチ～ドにある星は，其のフラムスチ1ドの鐵字で星を呼ぶのである．御町寧

な場合にはパイエル名とフラムスチ1ド籔とを並べて呼ぶこともある．例へば

　　　　　　　　小犬座　第3號　べ1タ　（3βCanis　MinoriS）

といへば，第3號は，フラムスチ1ド数台βはバイエル名である．

　近年になって，盆々多くの星を取扱ふやうになったので，とてもバイエルや

フラムスチ1ドの：方法だけでは追つつかすなり，多く・は其の星の登録されてみ

る或る恒星目録中の登録順番號で，其の星を呼ぶことになってみる．例へば

　　　　　　　　　　　　グル1ムブリジ　　　1830

といへば，之れはグルiムブリジ（Groombridge）が護表した目録の第1830番

目の星といふ意味である．だから此の場合には星座の名を呼ぱなV・．

　現今用ぴられる星座は，別表に並べた89座である．表の第1段は今便宜上，

星座につけた詰屈で，凡例を學げると，

　先づ，トレミ（Ptolemy）が紀元145年，其の著アルマゼスト（Almagest）に

學げた48座は左の3種類に分けてある．邸ち例へば

　　　　　　　　（7）　とは黄道に澹ふナこ動物圏12座の第7番星座

　　　　　　　　北3　とは黄道以北の星座第3號

　　　　　　　　南8　とは黄道以南の星座第8號

の意味である．其の他（邸ち第49座以後）は皆後世に平明されたもので，帥ち

　　　　　　　　　49～60　はバイエル星座　（1603年）
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星座一寛表 （山本一清編）
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星．．座．Y　覧　表　（つづき）
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　　61

糧2卵65

66nv72

73．v85

．はテ尾p（Tych◎Brahe）の星座

はパルチウヌ（Jacobus　Bartschius）の星座

はヘベリウス（Johann　Heveiius）の星塵

はラカイa（N，L，　d，　L鼠ca環e）の星座

（1610年）

（1624年）

（1690年）

（1752年）

3Z．　mu印のあるのはアルゴ座を小さく礒分し’た一・六の星座である，総計89座にな

る．

　表の第2段はラテン語の六名で，之れも正恵に書けば長くなるのもある．例

へば

Aquila

Argo

Columba

Coma
Mensa
Volans

Scutum

Fornax

は　Aquila　et　Antinous

は　Argo　Navis

は　Columba　Noachi

は　Coma　Berenices

は　．Mons　Mensae

は・Piscis　Volans

は　Scutum　Sobieskii

は　　Fornax　Chemica

（舵とアンチヌウス）

（アルゴ船）

（ノアの鳩）

（ベレニセの頭髪）

（李　　山）

（飛　　魚）

（ソビエスキの楯）

（化丁丁）

と言ふべきだが，普通には簡軍なまNで通ってみるから，表の申には略した．

　第3段は日本語鐸．

　第4段は其の星座中に肉眼で見える星の歎とは書いたが，實は5等以上の星

藪’である．

　第5段は其の星座の中心が夕暮に子午線を通過する時期で，大艦は日本の中

央～一卸ち，京阪地方　　で見える様子を書いたのである．何月とも書かない

で，軍に黒革を打つたのは，南極地方の星座で，日本内地あたりからは全く見

えないものである．

　天球上に於て星座と星座との境界は案外明瞭でない場合が多い．之れ畢寛す

るに，星座といふものX元の起りが，現今のやうに天全艦の面積を適當に匿分

して天の総ての部分を必ず何かの星座中に含めてしまはうといふやうな目的で

出來たものでなく，唯，．見て都合の好V・星を幾つかの團艦に見立てたといふの

に遍ぎなかったのであるから，言はN“何の星座にも組み入れられす，全く等閑

覗されてるた星も少くは無かった．と乙うが，かういふ有様では天球上の事情

を言ぴ表はすのに頗る不備不完全であるとV・ふところから，途には今・のやうに

原則として天全膣を必ず何かの星座に含むやうに扱はれるに至ったのである．

しかるに，此の星座の境界を如何にして明瞭に決定すべきかについては，近頃

まで全く嚴密な方法が無かったので，止むなく多くは前述フラムスチiド目録

に記載してある星の分布によって大工の境界を定めるに止まる有様であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづ⇔


